



































































たのは新しい見方としてiHiされる。 r系譜論Jに基づく第 5章及び第6章では.韓同の資料であるIi.::"~ 
閏遣事』における誕生請とその系譜. Ir'史記』やn葉書』等漢籍における系譜.また記紀のほかに金石文
等 l二代文献を広く繕き検討を加えた_1".で.占事記の系譜及び神の数を数えること日体が.口承的要素の
の「なごり」を残したものであることを指摘する。また帝紀と旧辞の両要素を作品論のす.場から有機的な
艇がりをもつものであると論じて.大国主神の「死と再生」の過隈を.実数と記述数との聞に食い違いを
みせるスサノヲの系譜の「ト七世神」に導入して新見を提示したのは甚だ興味深いものがあり好論であるの
以上のように，本論文は.古事記の天阜の支配による正当性という主題と密接に関わる天神・国神，ま
たl'i事記の拍・く神話の世界で葦原中国と関わりをもっ高天原や黄泉同・根之堅州出・海宮との間に設けら
れた「街」や[坂J.世には系譜記述が古事記の主題に如何に寄与するかについて.表現論や文脈論・構
忽!論の立場からそれらの様相を分析し総体的な立論を通じて主題を追いつつ.肯事記が古代文学の席指の
作品であって篤い配慮のもとに生み成されたものであり，作品論として検証するに十分棋えうるものであ
ることを明らかにして，新たな民間をきり拓くことに成功した論であると言える。
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